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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

今週
こんしゅう

のポイント 

今週
こんしゅう

は、マラキ３章
さんしょう

10 節
じゅっせつ

に代表
だいひょう

される収 入
しゅうにゅう

の十分
じゅうぶん

の一
いち

を神様
かみさま

にお返
かえ

しする什一
じゅういち

について学
まな

びます。

什一
じゅういち

は、今
いま

を生
い

きる私
わたし

たちにどの様
よう

な関係
かんけい

があるのか調
しら

べてみます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：什一
じゅういち

は十分
じゅうぶん

の一
いち

 

私
わたし

たちが持
も

っているすべての財産
ざいさん

（お金
かね

や車
くるま

など）は、元々
もともと

は、神様
かみさま

のもので、私
わたし

たちはそれを管理
かんり

してい

ることを覚
おぼ

えたいと思
おも

います。レビ記
き

2 7
にじゅうなな

： 3 0
さんじゅう

には、その事
こと

がわかりやすく説明
せつめい

されています。「土地
と ち

から

取
と

れる収 穫 量
しゅうかくりょう

の十分
じゅうぶん

の一
いち

は、穀物
こくもつ

であれ、果実
かじつ

であれ、主
しゅ

のものである。それは聖
せい

なるもので主
しゅ

に属
ぞく

す。」と。 

この什一
じゅういち

の制度
せいど

は、モーセの時代
じだい

のはるか4 0 0 年前
よんひゃくねんまえ

にすでに存在
そんざい

していました。悪
わる

い王
おう

たちにロトの一族
いちぞく

が

※１誘拐
ゆうかい

され、アブラハムがロトの一族
いちぞく

を救 出
きゅうしゅつ

した後
のち

にメルギゼデク（いと高
たか

き神
かみ

の祭司
さいし

）に什一
じゅういち

を献
ささ

げ感謝
かんしゃ

（の気持
き も

ち）を表
あらわ

しました。 

什一
じゅういち

は、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

し神様
かみさま

に従
したが

っていきたい、という思
おも

いが形
かたち

に表
あらわ

れた素晴
す ば

らしい※２行為
こうい

です。 

※１誘拐
ゆうかい

され：悪
わる

い人
ひと

に騙
だま

されて連
つ

れて行
い

かれること 

※２行為
こうい

：意思
い し

を持
も

って行動
こうどう

すること 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：倉
くら

はどこにあるのか 

私
わたし

たちは、収 入
しゅうにゅう

の十分
じゅうぶん

の一
いち

をどこに納
おさ

めるのでしょうか？ 

旧約
きゅうやく

の時代
じだい

は、「見
み

よ、わたしは、イスラエルでささげられるすべての十分
じゅうぶん

の一
いち

をレビの子
こ

らの嗣業
しぎょう

として与
あた

える。これは、彼
かれ

らが臨在
りんざい

の幕屋
まくや

の作業
さぎょう

をする報酬
ほうしゅう

である。」と民数記
みんすうき

1 8
じゅうはち

： 2 1
にじゅういち

にあるように神様
かみさま

が※３臨在
りんざい

する幕屋
まくや

、神殿
しんでん

に納
おさ

めました。 

では、私
わたし

たちはどこに納
おさ

めるのでしょうか？ 

昔
むかし

のイスラエルの人々
ひとびと

は、祭
まつ

りごとにエルサレムに行
い

き、神殿
しんでん

で※４什一
じゅういち

と献金
けんきん

を納
おさ

めていました。現在
げんざい

は

私
わたし

たちが礼拝
れいはい

に出席
しゅっせき

している教会
きょうかい

を通
とお

して、什一
じゅういち

と献金
けんきん

を世界
せかい

に送
おく

るシステムがありますので、私
わたし

たちは

地元
じもと

の教会
きょうかい

に什一
じゅういち

と献金
けんきん

を献
ささ

げます。 



※３臨在
りんざい

する：いらっしゃる 

※４什一
じゅういち

と献金
けんきん

：入
はい

ったお金
かね

の十分
じゅうぶん

の十分
じゅうぶん

の一
いち

を神様
かみさま

にお返
かえ

しすることと、その他
ほか

に感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちなどの

献金
けんきん

のこと 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：什一
じゅういち

の目的
もくてき

 

※４什一
じゅういち

の目的
もくてき

の一
ひと

つは、神
かみ

が※４什一
じゅういち

を通
とお

して私
わたし

たちにお金
かね

の使
つか

い方
かた

を教
おし

えてくださるためです。 

二番目
にばんめ

の目的
もくてき

は、古代
こだい

イスラエルの宗教行事
しゅうきょうぎょうじ

を行っていたレビ人
びと

を支えるためです。つまり※４什一
じゅういち

は、神様
かみさま

と人
ひと

の※５執
と

り成
な

しの働
はたら

きや※６福音伝道
ふくいんでんどう

のために、※７用
もち

いられています。この目的
もくてき

は今
いま

も昔
むかし

も同
おな

じです。 

三番目
さんばんめ

の目的
もくてき

は、「主
しゅ

イエス御自身
ごじしん

が『受
う

けるよりは与
あた

える方
ほう

が幸
さいわ

いである』と言
い

われた」と使徒言行録
しとげんこうろく

2 0
にじゅう

：

3 5
さんじゅうご

にあるように、与
あた

える祝福
しゅくふく

を体験
たいけん

するためです。主
しゅ

イエスと同
おな

じ歩
あゆ

みをすることによって信仰
しんこう

は成長
せいちょう

し、神様
かみさま

と同
おな

じ御姿
みすがた

に変
か

えられていくのです。 

※５執
と

り成
な

しの働
はたら

き：人
ひと

のために祈
いの

ったりすること 

※６福音伝道
ふくいんでんどう

：イエス・キリストの十字架上
じゅうじかじょう

の死
し

、三日後
みっかご

に復活
ふっかつ

したことにより人間
にんげん

の罪
つみ

からの解放
かいほう

された良
よ

い

知
し

らせを人々
ひとびと

に伝
つた

えること 

※７用
もち

いられています： 使
つか

われています 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：什一
じゅういち

を総 収 入
そうしゅうにゅう

から、あるいは実質収入
じっしつしゅうにゅう

から献
ささ

げるか 

「十分
じゅうぶん

の一
いち

の献
ささ

げ物
もの

をすべて倉
くら

に運
はこ

び」（マラキ３
さん

：1 0
じゅう

）は神
かみ

のご命令
めいれい

です。※４什一
じゅういち

は主
しゅ

の物
もの

です。ここ

は※８重要
じゅうよう

です。私
わたし

の物
もの

ではなく、神
かみ

の物
もの

であると理解
りかい

すると、スムーズにお返
かえ

ししたいという心
こころ

が与
あた

えられま

す。収 入
しゅうにゅう

の十分
じゅうぶん

の一
いち

、税金
ぜいきん

や保険料金
ほけんりょうきん

、天引
てんび

きされる前
まえ

の金額
きんがく

が私
わたし

たちの収 入
しゅうにゅう

です。総 収 入
そうしゅうにゅう

（天引
てんび

きされる前
まえ

の収 入
しゅうにゅう

）の十分
じゅうぶん

の一
いち

は、神様
かみさま

にお返
かえ

しましょう。 

※４什一
じゅういち

は、自分自身
じぶんじしん

にも祝福
しゅくふく

が返
かえ

ってきます。列王記上
れつおうきじょう

1 7 章
じゅうななしょう

は、エリヤと貧
まず

しい母子家庭
ぼ し か て い

の女性
じょせい

との

会話
かいわ

です。やもめ（母子家庭
ぼ し か て い

のお母
かあ

さん）は、最後
さいご

の食事
しょくじ

を息子
むすこ

と食
た

べるつもりでした。残
のこ

り少
すく

ない食事
しょくじ

をエリヤ

が要求
ようきゅう

しました。皆
みな

さんならどうしますか？ この女性
じょせい

は、1 5 節
じゅうごせつ

に「やもめは行
い

って、エリヤの言葉
ことば

どおりに

した。」とあります。やもめは、信仰
しんこう

を働
はたら

かせました。信仰
しんこう

を働
はたら

かせた結果
けっか

、1 6 節
じゅうろくせつ

に「主
しゅ

がエリヤによって

告
つ

げられた御言葉
みことば

のとおり、壺
つぼ

の粉
こな

は尽
つ

きることなく、瓶
びん

の油
あぶら

もなくならなかった。」とあります。神様
かみさま

の祝福
しゅくふく

は、絶大
ぜつだい

です。絶望
ぜつぼう

に見
み

える時
とき

でも祝福
しゅくふく

は、必
かなら

ず与
あた

えられます。私
わたし

たちもやもめの信仰
しんこう

をお手本
てほん

とします。 

※８重要
じゅうよう

：とても大切
たいせつ

 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：正直
しょうじき

な、または忠実
ちゅうじつ

な什一
じゅういち

 

私
わたし

たちは、神
かみ

の子
こ

です。神
かみ

の子
こ

は、「・・キリストに仕
つか

える者
もの

・・管理者
かんりしゃ

・・」「・・忠実
ちゅうじつ

・・」（１
いち

コリント

４
よん

：１
いち

―２
に

）な者
もの

です。神
かみ

の子
こ

は、※４什一
じゅういち

を通
とお

して神様
かみさま

に栄光
えいこう

を表
あらわ

します。 

私
わたし

たちは、神様
かみさま

に忠実
ちゅうじつ

でありたいと願
ねが

います。マタイの 2 5 章
にじゅうごしょう

のタラントの譬
たと

えのように神様
かみさま

を恐
おそ

れ、



タラントを使
つか

わずに土
つち

に埋
う

める様
よう

な事
こと

はしたくありません。神様
かみさま

から預
あず

かっているタラントを使
つか

って近隣
きんりん

の人々
ひとびと

、

家族
かぞく

、友人
ゆうじん

の必要
ひつよう

を満
み

たしたいと願
ねが

います。 

私
わたし

たちは、神様
かみさま

から、タラントを管理
かんり

する特権
とっけん

を与
あた

えられていると同時
どうじ

に、責任
せきにん

も負
お

わされています。「主人
しゅじん

は言
い

った。『忠実
ちゅうじつ

な良
よ

い僕
しもべ

だ。よくやった。』・・」（マタイ 2 5
にじゅうご

： 2 3
にじゅうさん

）と言
い

われる日
ひ

を楽
たの

しみに励
はげ

みます。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：まとめ 

「もし神
かみ

の民
たみ

の※４什一
じゅういち

のすべてを・・その聖
せい

なる目的
もくてき

のために贈
おく

り物
もの

と捧
ささ

げ物
もの

は10 倍
じゅうばい

に増
ま

し加
くわ

えられるで

しょう。そして神
かみ

と人
ひと

との間
あいだ

の通路
つうろ

は開
ひら

かれたままになるでしょう。」（『教会
きょうかい

への証
あかし

』第４巻
だいよんかん

4 7 4
よんひゃくななじゅうよん

ページ、英文
えいぶん

）、「もし私
わたし

たちが忠実
ちゅうじつ

に※４什一
じゅういち

とその他
た

の献
ささ

げ物
もの

をささげるなら、神
かみ

は、私
わたし

たちの献
ささ

げ物
もの

を

10 倍
じゅうばい

にして私
わたし

たちを祝福
しゅくふく

されるのです」（ガイド 2 6
にじゅうろく

ぺージ）という約束
やくそく

を覚
おぼ

えたいと思
おも

います。また、マ

ラキ３
さん

：1 0
じゅう

（口語訳
こうごやく

）では「わたしの宮
みや

に食物
しょくもつ

のあるように、十分
じゅうぶん

の一
いち

全部
ぜんぶ

をわたしの倉
くら

に携
たずさ

えてきなさい。

これをもってわたしを試
こころ

み、わたしが天
てん

の窓
まど

を開
ひら

いて、あふるる恵
めぐ

みを、あなたがたに注
そそ

ぐか否
いな

かを見
み

なさいと、

万軍
ばんぐん

の主
しゅ

は言
い

われる。」とあります。 

福音
ふくいん

を伝
つた

えるために※４什一
じゅういち

は使
つか

われます。そして、献
ささ

げた私
わたし

たちも同
おな

じ様
よう

に祝福
しゅくふく

を受
う

けます。マラキ書
しょ

の

中
なか

で「これをもってわたしを試
こころ

み」とあるように神様
かみさま

を試
ため

すことができる※９唯一
ゆいいつ

の約束
やくそく

が書
か

かれています。この

約束
やくそく

を※10

じゅう

実践
じっせん

してみませんか、神様
かみさま

の恵
めぐ

みを一緒
いっしょ

に体験
たいけん

しましょう。 

※９唯一
ゆいいつ

：たった一
ひと

つ 

※10実践
じっせん

して：やって 


